
平成25年度群馬県小児等在宅
医療連携拠点事業 

（成果報告会） 

群馬県健康福祉部医務課 

群馬県立小児医療センター 

群馬県看護協会 
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（１）これまでの取組 

①小児医療センター 

【関連機関との連携強化】 

 ・勉強会等の実施 

   院内スタッフ、訪問看護師、ヘルパー等を対象 

 ・かかりつけ医に関するアンケート調査 

   渋川保健医療圏の小児科診療所及び在宅療養支援診療所に対する医療資源調査 

 ・小児在宅用医療的ケアマニュアルの作成 

   県内の訪問看護ステーション及び二次病院小児科・診療所に配布 

   マニュアル内容についての実技を含めた研修会 

【長期入院患者への対応】 

 ・在宅支援病棟ラウンドの実施 

   退院に向けた課題や問題点の共有 

【患者家族支援】 

 ・群馬県小児在宅医療ガイドマップの作成 

  初めて在宅へ移行する患者家族と医療者のサポートを目的に作製 

 ・レスパイト入院の実施（日中一時支援事業） 
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（１）これまでの取組（第１回協議会での報告内容から） 

③教育関係 

②周産期医療対策・障害福祉関係 
・要医療重症心身障害児（者）訪問看護支援事業 

  在宅で医療的ケアを必要とする重症心身障害児（者）に対し、診療報酬の算定限度を超えた回数 

  の訪問看護を実施 

・在宅医療未熟児等一時受入事業 

  ＮＩＣＵ等長期入院児の在宅医療中の定期的医学管理及び保護者に対する一時支援（空床確保） 

・ＮＩＣＵ入院児支援事業 

  ＮＩＣＵ入院児コーディネーターの配置 

 

・県立特別支援学校医療的ケア支援事業（運営協議会の運営を含む） 

 医療的ケアが必要な児童生徒に対して実施施設から看護師を派遣 

・医療的ケア教員等研修 

 医療的ケアを実施する教員等に対して研修を実施 
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（２）小児等在宅医療連携拠点事業 



  

 NICUで長期の療養を要した児を始めとする在宅医療を必要とする小児等が、
在宅において必要な医療・福祉サービス等が提供され、地域で安心して療養
ができるよう、医療、福祉、教育等が連携し、地域で在宅療養を支える体制
の構築を図るため、小児等の在宅医療に係る課題及び対応方針等について協
議する。（H25.9.10設置） 

構 成 員 

群馬県医師会 前橋赤十字病院 多機能型事業所ぽかぽか 

群馬県小児科医会 群馬中央総合病院 
群馬県重症心身障害児（者）を守
る会 

群馬県在宅療養支援診療所連絡会 公立藤岡総合病院 利根沼田障害者相談支援センター 

群馬県歯科医師会 桐生厚生総合病院 前橋市福祉部こども課 

群馬県薬剤師会 高崎総合医療センター 保健所長会 

群馬県看護協会 利根中央病院 中央児童相談所 

前橋市医師会 太田記念病院 群馬県教育委員会特別支援教育室 

前橋市歯科医師会 
群馬県訪問看護ステーション連絡
協議会 

群馬県病院局総務課 

前橋市薬剤師会 希望の家療育病院 群馬県立小児医療センター 

群馬大学医学部小児科 西群馬病院療育指導室 
群馬県健康福祉部医務課、保健予
防課、子育て支援課、障害政策課、
薬務課 

群馬大学医学部保健学科 はんな・さわらび療育園 

群馬大学教育学部 群馬整肢療護園 

４ 課題と解決に向けた具体的取組 （２）小児等在宅医療連携拠点事業 

 ①「群馬県小児等在宅医療連絡協議会」の設置 
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【レスパイト】 

（１）レスパイト施設が不足している。 

   特に、土日やＧＷなど家族が必要とする時に 

  利用できないことがある。 

（２）受け入れる病院側ではマンパワー不足が課題 

  となっている。 

（３）レスパイト入院では、家族以外の付き添いの 

  ニーズもある。 

（４）将来的な構想として、在宅型のショートステ 

  イ等も考えるべき。(第2回) 

（５）障害者総合支援法の指定を受ければ、地域の 

  病院も重症心身障害児を短期入所として受け入 

  れることができる。 

１ 連絡協議会での議論の概要① 
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【退院支援】 

（１）退院後のコーディネーターがいない。 

（２）相談支援事業所がコーディネーターの役割を担 

  うことも可能だが、在宅医療への精通が課題。 

（３）退院時のコーディネーター役が訪問看護に繋 

  げるかが在宅移行のカギ。 

（４）医療、福祉及びインフォーマルな支援が必要。 

（５）退院時の支援体制の構築（訪問看護、保健師 

  等を含めた支援会議の開催等）が課題。 

（６）早期から在宅移行の検討、在宅移行の時点の 

  見極め、家族への説明等が重要。 

１ 連絡協議会での議論の概要② 
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【在宅医療提供体制】 

（１）小児に対応可能な診療所・訪問看護ステー 

  ション等の確保が課題。 

（２）診療所、地域の中核病院及び小児医療センタ 

  ーの連携が重要。 

   地域の中核病院と診療所が顔の見える関係が 

  必要。(第2回) 

（３）成人期に移行する患者の増加が予想され、的 

  確な対応が課題。 

（４）医療的ケアは成長に応じて変化する。 

 

 

１ 連絡協議会での議論の概要③ 
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【相談・情報提供・状況把握】 

（１）入院が長引くと母子関係を築きづらくな 

  るため、何らかのケアが必要。 

（２）小児が利用できる社会的資源が少なく、 

  わかりづらい。 

   訪問診療やサービスを受けられることを 

  患者家族が知らないのではないか。(第2回) 

（３）在宅の小児患者の実態把握が困難。 

 

 

１ 連絡協議会での議論の概要④ 
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（１）レスパイト機能の拡充 

 

（２）退院後のコーディネート機能の充実 

 

（３）小児等の在宅医療に対応可能な医療機関 

  や訪問看護ステーション等の拡充 

 

（４）医療資源等の情報提供や相談支援 

 

（５）対象児の把握やニーズの把握など継続的 

  な情報収集 

 

 

２ 課題の整理 
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３ 施策の方向性 

• 対応可能な医療機関の調査や支援のあり方
について、今後検討 

レスパイト機能の
拡充 

• 連携体制のあり方等について今後検討 
退院後のコーディ
ネート機能の充実 

• 医療機関、訪問看護ステーション等に対す
る在宅医療に関する研修等の継続的な実施 

在宅医療提供体制
の充実 

• 医療資源の情報提供や相談機能の充実 
情報提供や相談支

援の強化 

• 対象児の状況把握やニーズの把握 継続的な情報収集 
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課 題 
(１)これまでの

取組 

(２)小児等在宅医療 

連携拠点事業 

(３)新たな取組・
今後の方向性 

レスパイト機
能の拡充 

退院後のコー
ディネート機
能の充実 

在宅医療提供
体制の充実 

情報提供や相
談支援の強化 

継続的な情報
収集 

資源マップ作成 
 

訪問看護ｺｰﾙｾﾝﾀｰ 
 

パンフレット作成 

４ 課題と解決に向けた具体的取組 

長期療養児への 

支援 

 重心アンケート 

 ※その他医療機能調査 

連絡協議会において、
今後の方向性等につい
て検討 

前橋市モデル事業 

医療資源調査 
  ※一部圏域 

ｶﾞｲﾄﾞﾏｯﾌﾟの作成 

更に検討 

周産期医療対策 

各種研修実施 

小児在宅用医療
的ｹｱﾏﾆｭｱﾙ作成等 

１ 

医師・訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
向け研修 
 

シンポジウム開催 

６ 

５ 
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４ 課題と解決に向けた具体的取組 （２）小児等在宅医療連携拠点事業 

 ②資源マップの作成 

１ 調査対象 

 ・病院 57病院（小児病棟を有する病院及び訪問看護事業所登録病院） 

 ・診療所 677診療所（小児科標榜診療所､在宅療養支援診療所 

        及び訪問看護事業所登録診療所） 

 ・訪問看護ステーション 115事業所 

２ 調査時期 平成25年12月 

３ 調査内容 

  病 院：外来、緊急時の往診、24時間対応、レスパイト入院、長期 

      入院の状況等 

  診療所：外来、往診・訪問診療、24時間対応、訪問リハビリの実施 

      状況等 

  訪問看護ステーション等：対応可能な医療的ケア・身辺介護の内容 

４ 調査結果の公表方法 

  県ホームページ、冊子 
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マッピングぐんま 

http://mapping-gunma.pref.gunma.jp/pref-gunma/top/index.asp 

（参考）資源マップのイメージ 
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○名称 
○所在地、連絡先 
○医療機能等 
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４ 課題と解決に向けた具体的取組 （２）小児等在宅医療連携拠点事業 

 ③人材育成研修 

   医師向け研修（小児医療センター実施） 
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 県内の小児等在宅医療に関する理解や連携を深め、
小児等在宅医療の向上を図るため、県内の小児科医
師、在宅療養支援診療所医師を対象に、研修会を
行った。 

 
１ 日時：平成２６年３月５日（水） 

     １９：３０～２１：００ 

２ 会場：群馬県庁２階ビジターセンター 

３ 対象：県内の小児科医師 

        在宅療養支援診療所医師 

     計６０５カ所に案内送付、 

     申込２７件（２月２８日現在）  



４ 課題と解決に向けた具体的取組 （２）小児等在宅医療連携拠点事業 

 ③人材育成研修 

   医師向け研修（小児医療センター実施） 
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４ 研修内容 

（１）「小児在宅医療の基本」 

     群馬大学教育学部障害児教育講座准教授 

     吉野 浩之 先生 

       

（２）「在宅医療的ケアの必要な子どもたち」 

     群馬県立小児医療センター神経内科部長 

     渡辺 美緒 先生 

      ・在宅医療的ケアを必要とする子どもたち 

      ・退院支援 

      ・病診連携 
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訪問看護ステーションの看護師を対象とした小児在宅医療研修を実施 

①パートⅠ  

  日 時：平成25年12月14日(土) 13～16時 

  参加者：58名 

  テーマ：「乳幼児専門の訪問看護を通して小児の訪問看護を考える」 

  講 師：訪問看護ステーション ベビーノ所長 平原真紀氏 

②パートⅡ   

  日 時：平成26年2月1日（土）13～16時 

  参加者：63名 

  テーマ：「社会資源・制度」「小児の在宅における医療的ケア」 

        「小児を受けるための準備～リハビリの視点から」 

  講 師：  群馬県立小児医療センター母子保健室     宮内紀代美氏 

                   在宅療養支援看護師長  宮川祐子氏 

       群馬県看護協会 訪問看護ステーション高崎  

                    理学療法士  井野口由香利氏 

                     作業療法士  勝野恵氏  

４ 課題と解決に向けた具体的取組 （２）小児等在宅医療連携拠点事業 

 ③人材育成研修 

   訪問看護師向け研修（県看護協会実施） 
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パートⅠ 研修アンケートより 

 
• 小児の訪問経験が少なく苦手意識が強かったです

が、やりがいという面が私の中では大きくなり、
積極的に関わっていきたいなと思いました。 

 
• 小児に携わっていないため、小児の訪問看護がど

のようなものか理解でき、さらに興味がもてまし
た。 

 
• 各地域のステーションが連携して小児を支えてい

く必要があると感じました。 
 

• 在宅で小児を受ける訪問看護師を対象とした研修
に加え、病院側の看護師や地域連携室などと一緒
にできる研修を企画するとよいと思います。 
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パートⅡ 研修アンケートより 

• 今までは何もわからず、小児に関わることに抵抗
を感じていたが、今回の研修を通し緩和された。 

 
• わからないことも多く不安もあるが、小児に関

わってみたいという気持ちが強くなりました。 
 

• 小児の医療的ケアの実際を知ることができ、苦手
意識が強かった小児への関わりに少し抵抗がなく
なったと思います。 

 
• 今まで小児の訪問看護は自分が不慣れということ

もあり、苦手意識があり、家族の辛さを考える余
裕がなかったように思います。今回、家族の思い
の過程なども考えて支援できることが大切だと感
じました。 



 NICUから退院して地域で在宅ケアを受けている患者及び家族
の支援するため、本県の医療・福祉・教育・行政等の関係者が
集い、連携のあり方を考えます。 
 

１ 日 時：平成２６年１月２６日（日） 
      １３：３０～１６：００ 
２ 場 所：群馬会館２階ホール 
３ 参加費：無料 
４ 対  象：二次病院の小児科関係者（医師、看護師等） 
            開業医（小児科医師、在宅療養支援診療所医師） 
      訪問看護ステーション、各市町村保健師 
      教育委員会関係者（特別支援学校関係者を含む） 
      教育機関、療育病院・入所施設関係者 
      障害福祉関係者、児童福祉施設関係者 
      県在宅医療推進部会委員 
      患者家族など 

４ 課題と解決に向けた具体的取組 （２）小児等在宅医療連携拠点事業 

 ④「小児等の在宅医療を考えるシンポジウム」 
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５ プログラム 

（１）主催者挨拶 

（２）基調講演 「地域で支える小児在宅医療」 

    講師 さいわいこどもクリニック 宮田章子 先生 

（３）事例発表 
   ・拠点事業説明    群馬県健康福祉部医務課長      川原 武男 

   ・病院の立場から   群馬県立小児医療センター新生児科  市之宮 健二 氏 

   ・開業医の立場から  ベル小児科クリニック院長      鈴木 雅登 氏 

   ・訪問看護の立場から 訪問看護ステーション愛の家管理者  阿久沢とも子 氏 

   ・保健師の立場から  前橋市福祉部こども課課長補佐    宮田 典子 氏  

   ・教育の立場から   群馬県教育委員会特別支援教育室   町田 英之 氏 

（４）パネルディスカッション 

   「小児等の在宅患者を支える医療・福祉・教育等の連携のあるべき姿」 

   ・コーディネーター  群馬大学教育学部准教授       吉野 浩之 氏 

   ・パネリスト     さいわいこどもクリニック院長    宮田 章子 氏 

              群馬県立小児医療センター新生児科  市之宮 健二 氏 

              ベル小児科クリニック院長      鈴木 雅登 氏 

              訪問看護ステーション愛の家管理者  阿久沢とも子 氏 

              前橋市福祉部こども課課長補佐    宮田 典子 氏  

              群馬県教育委員会特別支援教育室   町田 英之 氏 
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小児等の在宅医療を考えるシンポジウム参加者内訳 

  前橋 
高崎 
・安中 

渋川 藤岡 富岡 吾妻 沼田 伊勢崎 桐生 
太田・館
林 

県外 
計 

（職種） 

医師 5   6         1 1 2 2 17 
歯科医師               2       2 
薬剤師 2 1 1         1   4 1 10 
看護師 21 7 10 2     1 1 1 4 3 50 
MSW   3                   3 

理学療法士 1 5 1     1   2 1     11 
作業療法士   1                   1 
言語聴覚士   1                   1 
保健師 7 1 4     1     2 1   16 

ケアマネジャー 1                     1 
福祉関係 1 2 1 2     1   1 4   12 
教育関係 8 6 2 1               17 
学生 5                     5 
一般 2                     2 
行政 21   4                 25 
マスコミ 1                     1 

計（地域） 75 27 29 5 0 2 2 7 6 15 6 174 
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上毛新聞 → 
  （H26.1.27) 

毎日新聞 → 
  （H26.1.23) 
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４ 課題と解決に向けた具体的取組 （２）小児等在宅医療連携拠点事業 

 ⑤訪問看護コールセンター、パンフレット作成 

（県看護協会実施） 

開設日および運営体制  

 ・開設日：平成25年12月9日 

  （相談件数 平成26年2月末現在 ０件） 

 ・担当職員：1名 

 ・相談日時：月曜～金曜日 9:30～16:30 

 

設置場所および事業内容 

 ・設置場所：公益社団法人 群馬県看護協会内 

 ・事業内容：電話相談準備、対応マニュアル作成、 

       電話相談 

 

群馬県看護協会ホームページに 

「群馬県子どもの訪問 看護コールセンター」開設をPR 
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群馬県子どもの訪問看護コールセンターを開設しました 
 
「子どもの訪問看護」の相談を始めました。なんでもご相談ください。 
相談無料・秘密厳守 
相談日：月曜日～金曜日 9：30～16：30 
電話 027-230-2002  FAX 027-230-2003 
〒371-0007  群馬県前橋市上泉町1858-7 
群馬県看護教育センター（群馬県看護協会）内  
http://www.houmonkango-cc.jpn.org 

 

４ 課題と解決に向けた具体的取組 （２）小児等在宅医療連携拠点事業 

 ⑤訪問看護コールセンター （県看護協会実施） 

http://www.houmonkango-cc.jpn.org/
http://www.houmonkango-cc.jpn.org/
http://www.houmonkango-cc.jpn.org/
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４ 課題と解決に向けた具体的取組 （２）小児等在宅医療連携拠点事業 

 ⑤パンフレット・リーフレット・DVDの作成 

（県看護協会実施） 

配布予定先 

  ・県内訪問看護ステーション 

  ・訪問看護利用者家族 

  ・関連病院 

  ・行政 

  ・福祉施設等に配布 

作成数 

  ・DVD 

   「群馬県子どもの訪問看護PR映像」       600枚作成 

  ・パンフレット 

   「群馬県『子どもの訪問看護』活用ガイド」 5,000部作成 

  ・リーフレット 

   「群馬県『子どもの訪問看護』活用ガイド」  10,000部作成 



28 
28 



項 目 内   容 

概  要 
あらかじめ御家族の了解を得た上で、前橋市の保健師等が御自宅
を訪問し、小児等の在宅医療の推進を図る上での課題等について
聞き取り調査を行う。 

調査対象 小児医療センターを退院し、前橋市内にお住まいの患者家族 

調査時期  平成２５年１２月～２６年１月末 

調査内容 

生活支援、移動支援、医療支援、教育支援及び相談支援の観点か   
ら、患児の現状や受診状況、サービスの利用状況等の基礎的な情報
を踏まえた上で、在宅医療を推進する上での課題を聴取する。 

 小児等在宅医療の課題について、患者・家族から直接生の声をお聞
きすることで実態把握を一層的確に行うとともに、保健師による地域
への働きかけをきっかけとして、患児を取り巻く医療・福祉・教育等
の関係者の関係構築のあり方を検討するため、前橋市の全面的な協力
により、調査を実施します。 
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４ 課題と解決に向けた具体的取組 （２）小児等在宅医療連携拠点事業 

 ⑥「前橋市モデル事業」 

 



調査取りまとめ（中間報告） 

【保護者の声】 

  ① 情報が得にくい。 

   ・必要な時に使える（可能性のある）サービスの情報など 

  ② 緊急時の対応に不安がある。 

   ・母の病気等体調不良で世話ができない時  

   ・家族が感染性の病気に罹り児を退避させたい時 

   ・自然災害発生時の生活の場の確保・機器の管理・医療等 

  ③ 相談先・担当部署がよく分からない。 

  ④ 同じような環境で共感しながら話せる人・場所が欲しい。 

【保健師の声】 

  ① ケースについて 

   ・児を取り巻く新たな問題の発見につながった 

   ・生活スケジュールから生活全体が把握でき、サービス利用調整の 

    必要なところや問題点に対する支援の調整先が整理できた  

   ・家族は制度やサービスを知らされていなければ質問すらできない 

  ② 連携について 

   ・前橋市の他部署保健師等関係者との連絡連携が必要 

   ・関係機関（医療・福祉・教育等）との連携が不足している 30 



１ 小児等在宅医療連絡協議会を継続して運営 

   ･･･新たな課題の抽出や、対策等の検討 

２ 医師向け研修 

   ･･･小児科医や在宅医を対象とした人材育成 

３ 看護師向け研修 

   ･･･小児の訪問看護の受け入れ意識が高められるよう、 

      管理者・中堅者の研修 

４ 「群馬県子どもの訪問看護コールセンター」 

   ･･･継続して周知及び利用の促進 

５ パンフレット・リーフレット・DVDの普及 

 ５ 来年度以降の対応 
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